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背景と目的 

 日本の製造業の経済的役割は、依然として大きいが、従来の大量生産型製造業には多くを期待できな

い。なぜなら、労働集約型の工場はコスト的に途上国でなければ成り立たず、地域経済への貢献は従来

のようには期待できない。このため地域における製造業の在り様として、大量生産型から多品種少量／

一品生産の方向へシフトし、クラウドサービスと連携した技術提供環境を整える必要がある。 

 そこで、ものづくりのイノベーションコンセプトとして「カスタムフィットスタイルのものづくり社

会」を掲げ、岩手において取り組むべき可能性について、イノベーション対話促進のための対話ツール

を活用して検証する。その対話の中心に大学生を参加させることにより、対話技術の実践的な習得を目

指す。 

内容 

 ワークショップへの参加者は、テーブルのファシリテーターとして首都圏の企業経営者(10%)に加え、

地元企業経営者(10%)、自治体職員(10%)など、大学生(50%)、大学職員(10%)などで構成した。 

 様々な技術革新などに支えられてきた今までの社会を振り返り、未来がどのような社会になって欲し

いかを想像し、未来年表を作成することとした。年表を作成しつつ、カスタムフィットがもたらす付加

価値について、ワークショップ 4 回を通して、議論を進めることとした。この過程を通し、カスタムフ

ィットに求められる付加価値は、幸福感であると気づきを得られた。なお、ハッカソンの考え方を取り

入れ、1 回のワークショップの時間を 1 日半（10 時間）として、疲弊してフロー状態を強制的に作り出

すことを目指した。 

 予測されている未来像と、将来自分がなりたい、または実現したい未来像をぶつけることにより、将

来どのようなものづくり（製品、サービスなど）が求められるか、ブレインストーミング、2X2、強制連

想マトリクスなどにより、アイデアを出し、ロールプレイングや、実際にものを作成するプロトタイプ

を行い、より実現可能性が高いものとした。 

 更に大 4 回ワークショップでは、地元金融系シンクタンクによりアイデアの選別及び、そのビジネス

をどの業種として実施するか、企業審査の観点から、必要な要検討を考察し、 

実現可能性が高く、ありそうで無かったビジネスモデルを選定し、クラウドファンディングにあげる形

でまとめ、紹介ビデオの作成を行った。 

結論 

 学生をワークショップの中心に入れることで、特にブレインストーミングでは、多くのアイデアを出

すことが出来た。彼らはすぐに対話技法を習得し、普段の会話がブレインストーミングの様に次々とア

イデアが出てくるようになった。課題も実践的であったため、自ら積極的に議論に参加する姿勢が見ら

れ、今後この様な取り組みが非常に重要かつ有効であることが確認できた。更に首都圏のベンチャー企

業の経営者が参加することで、出てくるアイデアの質が格段に向上することが分かった。これは彼らが

いつも新しくて面白いものを探している、その嗅覚に由来するものだと思われる。 

 最後に得られたビジネスモデルとしては、大自然を映画館にして、例えば洞窟の中でホラー映画を見

たりするような、自然の中の雰囲気を大事にした、移動映画上映を支援するビジネスや、家族の一員で

はあるけれど、短命なペットとの生活を、様々なイベントなどで盛り上げて、思い出を記録する、ペッ

トの冠婚葬祭ビジネスが提案された。まだまだ未熟なものであるが、ありそうで無かったビジネスを考

えられたと思われる。またワークショップの過程で作成した未来年表も、未来を考えるときには非常に

有用なツールとなり得るため、これも成果の一つとして考えられると思う。 
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